
導入遺伝子、血清型、プロモーターを決定

導入遺伝子を人工合成 ⇒ ベクターに挿入 1ヶ月程度

HEK293細胞に遺伝子導入
⇒ ウイルス液100 mlと細胞を回収

精製・濃縮操作⇒力価測定 約3週間
通常で3-10x1013 gc/mlを100 ul程度

力価は導入遺伝子により変動
（AAV2は1/10程度）

2021年11月より受託開始しました

受託作製の流れ

感染臓器指向性

血清型（セロタイプ）

AAV1 , AAV2 , AAV5 , AAV6

感染標的（臓器・組織）に応じた感染能で使
い分けをします。

AAV7 , AAV8 , AAV9 の 国 内 特 許 は
2022.11.12で失効しますので、失効後には
対応を予定しています。

AAV3、AAV4もご希望があれば、別途、対応
可能です。

発現コントロール

Promotor

CAG , CMV , EF-1 , hSyn1

組織非特異的、神経特異的発現等で使い分け
をします。

U6：shRNAや、他の組織特異的Promoterの
使用も、指定いただければ、別途、対応可能
です。

写真はマウス初代神経細胞に
AAV6/hSyn1-EGFPを感染させた、
11日目の画像です。
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